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【目的】近年、性同一性障害（以下 GID とする）の若年層の増加が報告されている。今回、実際に看

護教育における GID学生の受け入れの実態を調査したので報告する。 

【方法】対象：看護系専門学校、短大、大学の基礎看護技術担当者 701名（1校 1名）。回答が得られ 

た 261名（回収率 38.1％）の内、GID学生を受け入れた経験がある 23名を分析対象とした。調査方法： 

無記名自記式質問紙にて郵送法で実施した。質問項目は「GIDの文献等からの情報を得た経験の有無」 

「GIDの教育（研修）の有無」「受け入れた GID学生のタイプ」「受け入れに生じた問題点」「問題点に 

関する解決策」等である。調査期間：平成 23年 2～3月。データ分析：各項目の記述統計、タイプ別と 

各項目間の関連はχ2 検定を用いた。自由記載は類似内容を研究者間でまとめた。倫理的配慮：筆頭発

表者の所属機関の倫理審査委員会の承認を受けた。対象者には、研究の趣旨、参加の自由、匿名性の保

障について書面を用いて説明し、回答をもって同意とした。 

【結果】GIDの情報収集を行った者が 16名、研修等の教育を受けた者が 5名であった。GID学生受け 

入れ人数は、1名が 20校、2名が 3校であった。GID学生のタイプは、生物学的性別が男性で自己認 

識の性別が女性の場合が 9名、その逆の場合が 17名であった。教育上生じた問題点は「ゼミ合宿など 

の宿泊を伴う実習や学内行事」が 21名（91.3％）と最も多く、次いで「服装」「使用する更衣室」が 10 

名（43.5％）であった。「ゼミ合宿などの宿泊を伴う実習や学内行事」の問題点の解決策は、全て「希 

望する性での参加」であった。基礎看護技術演習で問題が生じた項目は「全身清拭」が 12名（52.2％） 

で最も多かった。また「演習時の展開で GID 学生の配慮を行うことで他の学生との平等性に影響を与

えた」との意見がみられた。臨地実習では、19名（82.6％）が「影響がなかった」と回答した。受け持

ち患者に「GID学生あること伝えた」が 2名（8.7％）であり、その内 1名は学校の対応についても伝

えていたが、「患者間で噂になっている」との報告を臨床指導者から受けていた。17名（73.9％）が「他

の学生へ影響がなかった」と回答した。GIDタイプ別と各項目間に関連は認められなかった。 

【考察】今回の結果から、GID学生の受け入れに伴う教育上の問題点は、各解決策を用いて対処され

ていた。7 割が他の学生への影響が無かったとの回答であったが、演習時の展開において平等性に影響

があったとの回答もみられており、GID学生の受け入れに際し、他の学生への影響を最小限にする対応

も必要である。 

【今後の課題】本研究の目的は GID 学生受け入れに関する現状や共に在籍する学生への影響、臨地実習

における受け持ち対象者への影響と対応について明確にし、教育指針を作成することが最終的な目的である。

したがって、次のステップとして「基礎看護技術演習における GID 学生の受け入れに関する教員の葛藤と対

応」を把握することが課題である。  

【発表状況】 第 37 回日本看護研究学会学術集会にて発表予定である。 
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